
産業廃棄物処理業における激突災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
14～

15

塵芥車の屋根に積んである荷物を整理するために屋根で作業中、車のサイドブレー

キの引きが甘かったため車が動きだしてしまった。 車を停めようと屋根から飛び

降りた時に左足のかかとを骨折してしまった。

37
1～

9

1
13～

14

会社内倉庫にて、パッカー車にゴミの積み込み作業をしていた際に、ゴミが入って

いた鉄の入れ物（網目状になった鉄の入れ物）にバランスを崩し、左の脇をぶつけ

てしまった。

58

10

～

29

2 16~17
自社敷地内にて、自社トラックから降車する際、ひじ掛けに手をついて降りようと

したら右手中指の筋が断裂した。
48 ―

3 11~12

破砕機の高さ1mくらいの台上で、プラスチックの投入作業をしている時に足を踏

み外し、投入台横の斜面から滑り、台を滑り降りるようにして地面に着地したと

き、バランスを崩してよろけたところ、付近にあったコンプレッサーのボンベに左

脇腹をぶつけた。

69

10

～

29

4 8～9
ゴミのコンテナを両手に3個ずつ（10ヶ位）持ってトラックへ運ぶ途中、道路の段

差につまずき、右足首を酷く捻った。
22

500

～

999

4
14～

15

2人で4tフックロール車の着脱型荷台を降ろす作業時、相方がトラック荷台の床で

シャーシーに片足を掛けシートを広げようとした際ローラー部に片足がかかり足を

滑らせバランスをくずし下に落ちた。 下にいた被災者が気がついて受け止めたと

き、衝撃で手にしびれを感じ、その後もしびれが治まらなかった。

71

30

～

49

廃棄物の粗選別場で10tコンテナに積込作業を行っている時に、コンテナ上部の手



4
16～

17

動式飛散防止装置（コボレーン）を、トラックのリアバンパーに乗って開放しよう

としていたところ、足元が不安定だったため、開いた反動で飛ばされ、左脇腹を強

打した。

67
1～

9

6 7～8

高さのある180?の容器から、ごみを収集するため、台に上がり容器内に手を伸ば

した際、台から足を踏み外してしまい、容器の縁に体がぶらさがる状態となり、肋

骨付近を圧迫した。

26

100

～

299

6
15～

16

産業廃棄物中間処理施設の木くず破砕機排出口で、破砕後の木くずを受けるフレコ

ンバッグを取り外し、木くず受けを他の作業員が木箱に変更しようとしている時

に、木箱が脇にあることに気付かず振り向き、痛めていた肘が木箱に接触したもの

である。

51
1～

9

7 11~12
産業廃棄物を荷台に積み込みをしていた際、荷台がいっぱいになり荷台の後ろから

飛び降り地面に着地した。 この時、左足首を負傷した。
72

1～

9

7
10～

11

荷下ろし車両待機場で車両を停車させ、車両の右前でコンテナシートを畳んでいた

とき、ホイールローダーが積込みに向かう途中に、被災者の車両横に停車し、シー

トを畳み終えるのを待っていた。 シートを畳み終えた被災者が立ち上がったとき

に、ホイールローダーのバケットが背中に当たり、転倒した。

53

50

～

99

10 7～8

一般ごみを収集するため、ビルの駐車場の奥にあるごみ置場まで走った際、駐車場

入口付近にしてあったチェーンを飛び越えようとしたが、誤ってチェーンに足を

引っかけて転倒してしまい、地面に顔面を強打したため、あごに切り傷とあごの骨

を折った。

25

100

～

299

10
10～

11

重機メンテナンス終了時工具箱を左手に持ったまま走行用ベルトの上から飛び降り

たところ、ぬかるみに着地しバランスを崩し負傷した。
53

1～

9

11
15～

16

立体駐車場2・3号機管理ボックスで待機中、利用者が来たため外に出る際出入口

扉の沓摺と床の段差に躓き転倒し受傷した。
38 ―

11
10～

11

積み込み終了後、荷台のシートを掛ける際、バケット縁に乗り、シートを引こうと

したため滑りバケットの縁に左脛を打った。
46

10

～

29



11
17～

18

本社第一工場にてバックホー（重機）より降車する際に、キャタピラに足を置いた

後、ステップの間に荷物があったため、ステップを使わず地面に飛び降りたとこ

ろ、段差があり足を捻って負傷したものである。

36

50

～

99

11
13～

14

構内で、フォークリフトを運転し、2?の金属製の容器をバックで運搬中に、後方確

認を怠り、駐車中の無人車両へ逆突した。 事故当日は症状がなかったが、二日後

位から首と腰が痛み始めて、その後我慢できなくなったため受診した。

33

30

～

49

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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